
Model：AT-104
AT-104モデルは、独⾃開発の技術によりCTセンサーでクランプ
するだけで電圧波形を検出し位相差測定⽅式を可能とします。

Igr Leakage tester
無停電絶縁抵抗計 - 位相差測定⽅式 -



Igr漏電計測器（AT-104）について

製品の仕様

Igr漏電計測器はベクトル理論によって、
無停電(活線)状態で、等価対地絶縁抵抗（Igr）と等価対地静電容量（Igc）を分離して検出し表⽰します。
測定情報をBluetooth通信でスマートフォンアプリへ送信し表⽰できるCTクランプ⼀体型の漏電計測器です。

外形寸法

本製品の特徴
● CTセンサーでクランプするだけで Igr を測定可能
● 電圧プローブで電圧をとりながらCTセンサーでクランプすることで、より正確な数値の測定が可能
● Bluetooth通信でスマートフォンアプリへ測定値を表⽰可能
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【 ⽤語解説 】
Io（アイゼロ）
Igr（アイジーアール)
Igc（アイジーシー）

------------
----

-------

等価対地絶縁抵抗と等価対地静電容量のベクトル合成値
等価対地絶縁抵抗（漏洩電流）→ 感電や⽕災の原因となる危険な漏れ電流
等価対地静電容量 → 熱を持たず感電しない線路から⾃然に発⽣する電気成分

製造元

Igr技研株式会社
神奈川県川崎市多摩区菅2-1-29-203

販売元

株式会社GLI
東京都品川区⻄五反⽥2-19-12

製品に関するお問合せ先 TEL︓03-4400-1237 E-Mail︓info@gli-inc.com

Io（アイゼロ）
Igr（アイジーアール)
Igc（アイジーシー）

MΩ（絶縁抵抗）
θ（ベクトル⾓度)
ACV（交流電圧）

※ 保安管理規定など⽇本国内の⼀部で位相差測定⽅式を「Ior (アイゼロアール)」と表⽰している場合もあるようで
すが、この「Ior」はIgr技研が開発したIgr測定⽅式を意味しています。 弊社では開発者の意向や特許等の内容、
また世界基準の表記を基に「Igr」と表記しています。


